
私たちは若きITエンジニアを応援しています
当協会の趣旨にご賛同いただき、ITジュニアを共に応援してくださる企業や個人の方を募集しています。日本の明日を担うITジュニアの育成活動に会員としてご参画ください。
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藤井聡太 五冠を始め、
現代の若者にエールを送りづづける
日本AMD

入会のお問い合わせは　https://www.ajitep.org/contact/まで

1 校

　将棋の世界で大旋風を巻き起こしている藤井聡太 五冠（竜王、王位、叡王、王将、棋聖）。2016年、史上最年少の14歳2か月で
プロ棋士になり、そのまま29連勝と無敗で公式戦最多連勝記録を打ち立てたことでも記憶に新しい。今や押しも押されもせぬ将棋
界の超新星。応援するのが日本AMDだ。9月から広告に起用し、最新プロセッサ提供なども通じて、強力にバックアップする。同
社の関路子 代表取締役に藤井 五冠や現代の若者とAMDの関係性について話を聞いた。

として関 代表取締役は「例え
ばプロコンなど、国内だけでな
く、積極的に海外のコンテスト
にも挑んでほしい」と話す。「グ
ローバルで活躍するには、ITは
チャンス溢れる分野。その場に
いなくてもプログラミングなら
問題ない。世界的にソフトウェ
アエンジニア不足が叫ばれる昨
今、敷居を取り払ってどんどん
チャレンジしてほしい」とエー
ルを送る。さらに「楽しんでほ
しい。学校のプログラミング教
育は難しそうに聞こえる。それ
とは別に、楽しむツールのひと
つとして ITやプログラミング
をとらえてほしい。一方で、周
りが行う環境づくりも大切」と
話す。
　藤井 五冠には、今回のお
礼も込めて、最新の R y z e n  
Threadripper PRO 5995WX

を搭載したP Cを提供したと
いう。プロセッサを含めた総額
180万円ほどの超高速PCだ。
次戦に向けた研究に大活躍する
だろう。例え将棋の具体的戦略
では何もアドバイスできなくて
も、応援し、手助けすることは
できる。大人が若者にできる、
最大のサポートは「環境づくり」
であることを示すひとつの例と
言えるだろう。

　「発表当日にSNSで百何十件
も取り上げていただいたり、新
聞やテレビで話題にしていただ
いたりで、反響は日本AMD史
上一番ではないかと思う」と話
す関 代表取締役。藤井 五冠起
用の反響は絶大だったようだ。

「もともと弊社の高速プロセッ
サーRyzen Threadripperの
ユーザーということをうかがっ
て、声をおかけしたのがCM採
用のきっかけ」だったという。
　現代のプロ棋士には、もはや
不可欠ともいえる高速シミュ
レーション環境。何千万通りの
打ち手を研究する中では、1秒
でも早く結果を出せることは、
とても重要だ。「トップ棋士の
要望にも十分応えられる性能の
高さをアッピールしつつ、とて
も信頼できる藤井さんのキャラ
クターイメージなどがAMDの

プロセッサーと合致した。老若
男女、幅広い方々がご存じなこ
ともあり、大いにAMDの認知
向上に寄与していただいてい
る」と話す。
　もともとがAMDのファンだ
という藤井 五冠。将棋の研究
用PCを自ら自作することも珍
しくない。「藤井さんに限らず、
若い人たちと話をしても自作
PCの敷居が低くなっているよ
うに感じる」と話す関 代表取
締役。「インテルさんは大きな
ブランド力をお持ちだが、中高
生はあまりブランドを気にしな
い。フェアに性能で選んだり、
自分の好みや用途で選ぶ傾向が
強い。そこではAMDにもチャ
ンスも広がる。最近流行のe-
スポーツ分野でも同様だ」。
　そんな、ITに興味を持つ現代
の若者に向けてのメッセージ
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